
④400mL献血率増加対策  

円  受付時推進用資材の製作   全血献血希望者・献血会場  全献血会場に設置  

2  はがき等による依頼   400mL献血可能者  （上記③複数回献血者確  保対策に含まれ    る）   

田  実施場所（企業個体）の年間回数実施時期等の精査   年2回以上実施場所（企業■団体）  400mし献血の採血間隔、年間   採血量を考   慮した献血日程の策定   

4  高校献血における400mL献血受入れ   400mL献血可能者  3校  

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記△。以王必至に応じ様式を追加）  

t：：∴  

≡≡≡≡1   

⑤その他の具体的対棄て1ニー4以外の独自の対策を記入以下必要に応じ様式を追加）  

：：：⊥こ：モ：：：：：：  

l  電話及びハガキ等による献血依頼  画定施設の既血小板成分献血者を含む全献血者  2人／日を目標に年間1，000人を確保す      る。   

2   母体及び湖北ルーム近隣の事業所等  各10ケ所  

3  次回の予約推進  固定施設の既血小板成分献血者  2人／日を目標に年間1，000人を確保す      る。  



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①廿年献血者確保対策 U若年献血者確保対策  京都府禾＋李血液セン            ター  

兵蘇的対策∈痺蘇春巨  

l  血液管理センター見学   京都府学生献血推進協議会メンバー及び看    学校生  参加約80人  

若年者対象献血セミナー開催   小学生高学年～高校生対象  8月開催 参加約140人  

3  18歳からの献血キャンペーン   
高校3年生を対象に1月から3月に400mL献血と  
血小板献血を依頼  

献血協力者約1，000人  

r到古†血十ね替イト輩推准寸寸駕＝  廿献血協賛企業」－ノ．＿＿J  

（∋複数回献血者確保対策  

展価廊雛離療駐酎 
口  推進用ポスター・リーフレットの作製と配布   一般献血者（各ルームと移動採血車）対象   

リーフレット郵送による新規登録者募集   年1回献血協力者（約4．500人）対象   
年間新規登録者数2．000人以上を目標とする。  
170人以上／毎月  
200人以上／キャンペーン月間   

（キャンペーン月間は移動先が大学などへ集中する10月）   所する一般献血者   

4  健康相談事業（健康教室）の実施   
複数回献血クラブ全会員対象   健康相談事業（健康教室）の実施。  

各教室定員20名×8回（重複参加可）  各教室定員20名×8回（重複参加可）以上   

田  講演会の実施（健康に関する演題で）   複数回献血クラブ全会員対象   年間最低1回以上実施する。   

6  情報提供メールの送付   複数回献血クラブ全会員対象   定期情報メール：原則毎月1回以上   

ロ  献血依頼メールの送付   複数回献血クラブ全会員対象   前回採血から一定期間未献血者   
8  ワンモア献血キャンペーン   ルーム及び街頭献血での400mL献血者（献血ルーム）   応諾者数（実献血者数）2．500人   

④400mL献血率増加対策  

漢旛的難勘頂放射 
l  400mL献血限定取組の実施（福知山C）   了解を得られた献血団体   400mし献血限定取組160稼動以上（全稼動の70％以上）   

田  200mし献血者数の上限を設ける（説明資料を献血者に配布）（福 知山C）  400mL献血限定にできない献血団休   
1稼動あたり200mL献血5人以下   

3  はがきによる献血依頼（ルーム）   前回献血から6カ月間未献血の400mし献血者   応諾書数（実献血者数）1．300人   

4  新規献血協力団体の開拓   
新規の団体については、当初から400mL献血  
限定受付にて依頼する。   

3から5団体   

田  高校献血における400mし献血限定実施   400mL献血可能者   2校   

田  街頭献血等における400mL献血限定取組の実施   400mL献血可能者   
土、日曜日、祝日の街頭献血等すべての配車を400mL献血限定  
にて実施   

7  市町村、役所、役場における400mL献血実施   市町職員には400mL献血限定を依頼。ただし、一般市民、町民に は400mL献血を推進するが400mL献血限定受付とはしない 
。   

8  400mL献血実施推進用資材の作成   400mし献血可能者   2．000枚作成、配布   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

自  嬢  薮  
口   献血リターンズキャンペーン  過去1年間未献血者   例年献血者の減少する3月に献血ルーム       への協力者約250人   

月、火、水曜日 血小板献血キャンペーン  血小板成分献血者   血小板成分献血者全休に占める月、火、フ  
血者の割合43％を45％にする。  

3   献血会場および団休の見直し  町村合併後の新規開拓と従来の会場および団体の見直し   1台あたり400mL献血51人以上  

4   京都市内地域献血の見直し  
少子高齢化の進む京都市内地域献血において、より効率的な採血 ができるよう見直す 

。   



と照われる日体的措置  平成19年度   

①若年  、′、宇山セン 
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l   はがき     献    血依  18  2  蒜  の400mL献血可  協  

田   献血おもしろゼミナール開催  小芋   8  P  

3   セミナー開      催  高校生  2回  

■l主喜一  18～22歳の献血可能者  来  

②献血協賛企業推進             対策  
≡≡≡三三≡≡≡≡頂蘭爾商爾拍纏隼≡  

口  よび献血会場  周辺企業・団体  2  60社新規登録  

8  企業・団体  動員協力団体10社  





平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  
郡民ホツj、】Tツ」、                              丁⊥⊥LL′【メ． 」 一′ ／’  ひ若年献血者確保対策  

灘 
l  セミナー開催  高等学校・   専門学校・短大・大学  5回開催 参加5．000人  

田  施設見幽 体験学習  小ヰ学生  10回開催 参加400人   

3  18～29歳の前回400mし献血者及び可能者  協力者15．000人以上   

学生献血推進協議会による若年者献血  
18～22歳の若者  協力者1．000人以上、10・20代献血者構成比37％以上   

4   

④400mL献血率増    加対策  

n  受付時推進用資材の作成  全献血希望者  全献血会場に設置   

2  はがきによる依頼  400mL献血可能者  （上記③複数回献血者確保対策に含まれる）  

3  の   口        の  3日以上  ⊂】l±＝l                               400mL  のt′血 ロ、 月 血   した 血日 の 疋   

4  400mL献血可能者  21校   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  
ご．1‖ 

．  



②献血協賛企業推進対策  

新規献血協力企業の確保  献血未実施企業  10社新規登録   

2   緊急要護可能丈、団体の確保  既献血団体で追加の協力  動鼻協力団体10社   

田  既献血団体で追加の協力  10社増加   

③複数回献血者確保対策  

廠離較諒由精 、・▲▲・・・こ：二 描：＝  ：1：二：一  ：：：≠：：：：二 ：：：：：ヒ：：：：  碑群    ．襲＝．．．都督滞薫数＝：巨 

口  メールに  よる献血要    進  複数回献血クラブ会員（メール会員）  月一回以上実施（メール配信多くする）   

日  はがきによる献血依   頼  前回献血より一定期間未献血者  県内全域・全献血者を対象に依頼  





（∋献血協賛企業推進対策   




